
日本共産党市議会議員 松坂みち子の活動報告
＜ №48 2011. 9. 25＞ 連絡先 402-1622

こんにちは 松坂みち子 です

１
７
日
、
有
本
の
生
協

病
院
の
３
０
周
年
の
お
ま

つ
り
が
あ
り
ま
し
た
。
前

日
か
ら
お
天
気
が
心
配
だ
っ

た
の
で
す
が
、
決
定
さ
れ

る
１
０
時
に
は
晴
れ
間
が

出
る
ほ
ど
の
お
天
気
。
と

こ
ろ
が
、
昼
前
か
ら
雨
が

ふ
っ
た
り
や
ん
だ
り
。
準

備
の
お
手
伝
い
の
方
は
途
中
か
ら
カ
ッ

パ
を
き
た
も
の
の
、
ず
ぶ
ぬ
れ
で
し
た
。

私
は
田
代
紀
美
野
町
議
の
音
響
の
お

手
伝
い
で
昼
前
に
行
き
ま
し
た
が
、
機

械
は
雨
に
弱
く
、
ビ
ニ
ー
ル
を
か
ぶ
せ

た
り
、
や
ん
で
る
間
に
作
業
し
た
り
と
、

空
と
相
談
し
な
が
ら
の
準
備
で
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
今
年
初
め
て
と
い

う
、
紀
ノ
川
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
の
演

奏
。
上
手
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
み
、
聞

き
応
え
が
あ
り
ま

し
た
。

お
祭
り
が
始
ま
っ

て
か
ら
は
大
降
り

に
は
な
ら
ず
、
た

く
さ
ん
の
人
が
集

ま
っ
て
、
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

来
年
は
晴
れ
ま

す
よ
う
に
。

みち子のひとりごと

お疲れさま

来年４月から、市内の中学校で使われる教科書が、歴史は東京書籍、公民は日本文

教出版の教科書に決まりました。教科書採択については、自由社や育鵬社のような戦
争を美化する教科書は採択しないよう、意見を出しましょうと呼びかけさせていただ

きましたが、結果にほっとしているところです。

自由社の教科書は「新しい歴史教科書をつくる会」（藤岡信勝会長）のメンバーが

中心になって作成。育鵬社の教科書は、「つくる会」を脱退した八木秀次氏を理事長
とする「日本教育再生機構」と「教科書改善の会」が中心になって作成しました。い

ずれも、歴史教科書は日本の侵略戦争を「自存自衛」のための戦争、「アジア解放」

の戦争と美化・合理化しています。また公民教科書は憲法を敵視、改悪を強調してい
ます。

自民党は地方議員に、育鵬社・自由社の教科書を採択させるための議会質問をさせ、

決議をあげさせ、教育委員に働きかけさせるなど、党を挙げて侵略戦争美化教科書の

採択を図りました。
和歌山市では、教科書が決まったあとの９月議会の一般質問で教科書採択問題にふ

れた一般質問がありました。東京書籍や日文の教科書では、

（戦前のような）「日本人としての誇り」を持った子どもは
育たない、４年後の採択ではどうするのか、といった内容で

した。市は、教科書全体を見て、子どもたちの学習にふさわ

しいものを選んだという内容の答弁をしました。

子どもたちが、事実を捻じ曲げ、特定の概念を押し付ける
教科書で教わることのないように、市の決定が今後も揺らぐ

ことのないように、市民の良識で見守り、ご一緒に運動をす

すめていきましょう。

教 科 書 採 択



「さようなら原発集会」に
６万人

作家の大江健三郎さんら著名９氏が呼びかけた「さようなら原発集会」が
１９日、東京・明治公園で開催されました。公園内だけでなく、周辺にも人
があふれ、身動きでないほど。「６万人が集まりました」と主催者が報告す
ると、どよめきが起きました。同公園にこれだけの人が集まるのは数１０年
ぶりです。（９月２０日付 赤旗日刊紙より）

この集会について、しんぶん赤旗は、一面の３分の１をつかって大きな写真入りで伝えま

した。呼びかけ人の発言や、参加者の声など、臨場感ある報道です。また毎日新聞は、ヘリ
コプターからの写真（人が点のように集まって立錐の余地がない様子）をのせ、６万人参加

したと伝えました。一方、朝日新聞は７面に２段２９行、読売新聞は３７面に１７行、産経

新聞では２１面に１１行というように、探さなくては見つけられないような報道しかしてい
ません。

６万人もの人たちが集まった集会をどう報道するか、あまり扱いのちがいに驚きです。新

聞社の考えもあるでしょうが、気に入らない集会だからアリバイ的にしか伝えない、という

のでは公的報道機関として無責任ではないでしょうか。

新聞各社の報道は？

多
く
の
高
齢
者
が
被
災

災
害
に
際
し
、
ま
ず

問
題
に
な
る
の
は
避
難

や
救
援
の
態
勢
で
す
。

体
力
が
衰
え
、
不
自
由

さ
も
抱
え
た
高
齢
者
が

短
い
時
間
で
避
難
す
る

の
は
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
地
域
や
行
政
が

日
ご
ろ
か
ら
高
齢
者
の

連
絡
網
な
ど
を
整
え
、

態
勢
を
準
備
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

避
難
し
た
後
の
、
医

療
や
介
護
の
確
保
も
大

き
な
課
題
で
す
。
東
日

本
大
震
災
で
は
高
齢
者

を
介
護
で
き
る
福
祉
避

難
所
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
が
、
ま
だ
ま
だ
不
足

し
て
い
ま
す
。
高
齢
者

は
生
活
環
境
や
習
慣
が

変
化
す
る
だ
け
で
も
、

症
状
が
悪
化
し
ま
す
。

被
災
直
後
の
態
勢
と
と

も
に
、
本
格
化
す
る
復

興
の
中
で
も
高
齢
者
の

介
護
や
医
療
の
態
勢
を

急
い
で
整
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

大
震
災
の
被
災
地
で

は
、
症
状
が
悪
化
し
、

介
護
認
定
を
申
し
込
む

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る

と
い
わ
れ
ま
す
。
多
く

の
場
合
、
介
護
や
医
療

の
従
事
者
自
身
が
被
災

者
で
す
。
自
治
体
や
民

間
の
努
力
任
せ
に
せ
ず
、

国
の
支
援
が
決
定
的
で

す
。

防
災
対
策
の
総
点

検
と
と
も
に
、
災
害
に

強
い
町
づ
く
り
を
め
ざ

し
、
高
齢
者
が
避
難
し

や
す
い
道
路
や
公
共
施

設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
進
め
る
こ
と
、
高
齢

者
を
「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
」

に
し
な
い
地
域
社
会
を

作
っ
て
い
く
と
な
ど
が

と
り
わ
け
重
要
で
す
。

冷
た
い
政
治
の
転
換
を

今
年
７
０
歳
を
迎
え

る
の
は
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
戦
争
が
始
ま
っ
た
年

に
生
ま
れ
た
人
た
ち
で

す
。
８
０
歳
を
迎
え
る

の
は
「
満
州
事
変
」
の

年
に
生
ま
れ
た
人
た
ち

で
す
。
戦
前
・
戦
後
の

ご
苦
労
に
思
い
を
は
せ

る
と
と
も
に
、
そ
う
し

た
人
た
ち
が
安
心
し
た

老
後
を
送
れ
る
よ
う
に

対
策
を
尽
く
す
の
は
国

と
社
会
の
重
大
な
責
任

で
す
。

お
年
寄
り
を
差
別
す

る
「
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
」
廃
止
の
公
約
は

投
げ
捨
て
、
年
金
制
度

や
医
療
保
険
を
改
悪
し
、

消
費
税
増
税
を
押
し
付

け
る
な
ど
、
高
齢
者
に

冷
た
い
政
治
は
、
根
本

か
ら
変
え
さ
せ
る
な
ど
、

高
齢
者
に
冷
た
い
政
治

は
、
根
本
か
ら
変
え
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
に

敬
老
の
日
に
寄
せ
て

日
本
共
産
党
の
見
解
を
ご
紹
介
し
ま
す


